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■講義計画 

     

1 4/7 Tue  ガイダンス 

2 4/9 Thu  功利主義(ベンサム)  

3 4/14 Tue  功利主義(J.S.ミル)  

4 4/16 Thu  欲望論（フロイト） 

5 4/21 Tue  労働論（初期マルクス） 

6 4/23 Thu  人間の条件（アーレント） 

7 4/28 Tue  国富論／道徳感情論（スミス） 

8 4/30 Thu  休講 

9 5/5 Tue  休日 

10 5/7 Thu  休講 

11 5/12 Tue  資本主義の精神（ウェーバー） 

12 5/14 Thu  消費論（ヴェブレン） 

13 5/19 Tue  消費論（ボードリヤール） 

14 5/21 Thu  規範理論（経済倫理＝あなたはなに主義？(1)） 

15 5/26 Tue  小テスト(1)  

16 5/28 Thu  企業家精神（シュンペーター） 

17 6/2 Tue  若き日の信条／自由放任の終焉（ケインズ） 

18 6/4 Thu  大学祭 

19 6/9 Tue  21世紀の資本（ピケティ） 

20 6/11 Thu  市場秩序（ハイエク） 

21 6/16 Tue  人間不平等起源論（ルソー） 

22 6/18 Thu  文化経済学（ラスキン） 

23 6/23 Tue  経済人類学（モース） 

24 6/25 Thu  規範理論（経済倫理＝あなたはなに主義？(2)） 

25 6/30 Tue  期末レポート相談日 

26 7/2 Thu  予備 

27 7/7 Tue  期末レポート相談日 

28 7/9 Thu  小テスト(2) 

29 7/14 Tue  小レポート提出日 

http://www.econ.hokudai.ac.jp/%7Ehasimoto/index.htm


30 7/16 Thu  予備 

31 7/21 Tue  期末レポート相談日 

32 8/12 Thu  期末レポート最終提出日 

 

■授業の目的・内容・方法 

 この講義では、経済学の基礎概念について、哲学、社会学、人類学などの諸見地から、

理解を深めます。近代経済学を学ぶ人も、そうではない人も、「経済とは何か」をめぐって

考えるための、基本的な内容を学び、自分で考える力を身につけます。 

 最初に「経済倫理」について、現代のイデオロギーとのかかわりで、取り上げます。そ

の後は、経済学の基本概念、すなわち、労働、資本主義、消費、企業家精神、自由、貨幣、

市場、不平等、文化経済、交換と贈与、ケア、環境といった概念について、思想上の古典

的作品に学びます。 

 こうした基礎的な言葉の理解を通じて、受講者は、経済思想の根本問題に対して、一定

の応答力を身につけるでしょう。例えば「資本主義と社会主義のどちらが望ましいのか」「働

く意味とは何か」「消費社会の構造とはどのようなものか」「企業家の役割とは何か」「市場

秩序の利点はどこにあるのか」等々の問題です。 

 

■講義レジュメについて 

 この講義では、基本的にレジュメを用います。参考となる資料は、橋本努のホームペー

ジの「講義 経済思想」から、ダウンロードしてご持参ください。 

 

■成績について 

出席、小テスト、小レポート、期末レポート、および、発言の積極さを評価します。単

位取得の難易度は、諸講義の平均に準じます。決して難しくはありません。 

 (1)受講に必要な手続きとして、「履修用アンケート」の提出があります。「履修用アンケ

ート」は、橋本努のホームページの講義「経済思想」から、ダウンロードすることができ

ます。この履修用アンケートを、7/14 締め切りの小レポートといっしょに、ご提出くださ

い。提出の際、必要な箇所はすべて記入してください。図書リストの記入については、例

えば「上巻・下巻」のように、二冊以上にまたがる本は、「一冊」として数えます。また、

記入漏れがある場合には「未履修」となりますので、ご注意ください。 

 (2)テキスト『経済倫理=あなたはなに主義?』に関する二回の小テスト（テキスト持ち込

み可、コピー持ち込み不可）を必ず受けてください。この「小テスト」において、一定の

水準を満たさない受講者は、成績が「不可」となりますので、ご注意ください。 

 (3)任意の講義では、小レポート(800 字以上、1,200 字程度を推奨)をご提出ください。

小レポートの内容は、それぞれ、その前の講義で示されます。（【書式について】Microsoft 

Wordで作成、A4用紙、余白は上下左右すべて 30mm、文字数：40字×40行、10.5ポイント、

MS明朝体＋century、フッターにページ数を挿入、作成者の名前と学籍番号と日付を最初に

明記。「です・ます調」は不可。「である調」で統一。手書きは不可。） 

小レポートを作成する際、橋本努のホームページ「講義・経済思想」における小レポー

トのサンプルを参考にしてください。 

(4)7/14には、12:00までに、これまでに提出した小レポートのすべてを推敲して、まと

めてご提出ください。提出は、プリントアウトしたものを封筒に入れて、教務課窓口付近

の期末レポート・ボックスへ投函すると同時に、E-mail でもお送りください。その場合、

E-mail は、北海道大学が提供する学生用の、ご自身のメール・アドレスからご送付くださ

い。 

＊出席・遅刻の回数に関するお問い合わせは、成績発表以前に応じることができません。

あらかじめご了承下さい。 

(5)「優～秀」の成績を希望する人は、以下の要領で、期末レポート(4,000-8,000字程度)



を作成します。（書式は小レポートと同様です）。なお期末レポートを書く人はそれほど多

くないと予想されますので、書いた人に「優」「秀」が与えられる可能性は高いです。評価

はすべて相対評価です。 

 

■期末レポートの提出手順について 

１．「研究発表の計画書」を提出する。 

□6月 30日の講義において、直接ご提出下さい。「研究発表の計画書」は、ホームページの

「講義 経済思想」からダウンロードして、各自作成して下さい。その際、すべての項目

を十分な量で記入してください。文献を 20冊以上、出版年や出版社の情報を含めて、完全

な情報でリストアップしてください。 

□今回のレポートのテーマは、「格差」についてです。このテーマから、各自、さらに論題

を絞り込んでください。例えば「19 世紀イギリスにおける経済格差について」、「朝日新聞

にみる格差の言説分析」といったテーマです。 

□論文のスタイルについては、橋本努のホームページの「講義 経済思想」にある「期末

レポートのサンプル」を参考にしてください。 

□研究テーマが了承されるかどうかについては、6 月 30 日よりも以前のオフィス・アワー

を利用して、事前にご相談下さい。 

２．相互評価を受ける。 

□７月 7 日に、講義室にレポートのコピーを 4 部持参して、集合してください。HP「講義 

経済思想」の「レポート評価用紙」をあらかじめ参考にして、レポートを作成してくださ

い。 

３．期末レポートを提出する。 

□8 月 12 日 AM11:00 までに、E メールにて、橋本まで提出してください。なお、提出して

いただいたレポートを、さらに書き直してもらうことがあります。各自提出する際に、名

前と学籍番号のほかに、メール・アドレスを書き添えてください。また期末レポートは、

ホームページで紹介する可能性があります。あらかじめご了承ください。 

 

■オフィス・アワー 

オフィス・アワーとは、研究室で先生と議論したりおしゃべりしたりする時間帯のことで

す。木曜日の講義後、12:30-13:00に設定しています。どうぞお気軽に、遊びにいらしてく

ださい。517室です。 

 

■参考文献 

・【必携】橋本努『経済倫理＝あなたは、なに主義?』講談社,2008 

・【参考】橋本努『自由の論法──ポパー・ミーゼス・ハイエク』創文社,1994 

     橋本努『社会科学の人間学――自由主義のプロジェクト』勁草書房,1999 

橋本努『帝国の条件 自由を育む秩序の原理』弘文堂,2007 

橋本努『自由の社会学』NTT出版,2010 

橋本努『ロスト近代 資本主義の新たな駆動因』弘文堂,2012 

橋本努『学問の技法』ちくま新書,2013 

橋本努編『現代の経済思想』勁草書房,2014 

 

■「経済思想」図書リスト 

【辞典】 

『経済思想辞典』丸善 

『命題コレクション経済学』筑摩書房 

 

【経済思想に関する最良の入門書】大田一廣／鈴木信雄／高哲夫／八木紀一郎編『[改訂版]

経済思想史──社会認識の諸類型──』名古屋大学出版会,2006. 



 

【他のすぐれた入門書】 

猪木武徳『経済思想』岩波書店 

竹内靖雄『市場の経済思想』創文社 

間宮陽介『ケインズとハイエク』中公新書 

桂木隆夫『市場経済の哲学』創文社 

岩井克人『貨幣論』筑摩書房 

馬渡尚憲『経済学のメソドロジー』日本評論社 

松嶋敦茂『現代経済学史 1870～1970 競合的パラダイムの展開』名古屋大学出版会 

佐伯啓思『隠された思考 市場経済のメタフィジックス』筑摩書房 

山口重克編『市場経済』名古屋大学出版会 

松原隆一郎『経済思想』サイエンス社 

P.ディーン『経済認識の歩み』名古屋大学出版会 

ハイルブローナー『入門経済思想史 世俗の思想家たち』ちくま学芸文庫 

ホジソン『現代制度派経済学宣言』名古屋大学出版会 

 

【岩波新書：必読の社会科学入門書】 

大塚久雄『社会科学の方法――ヴェーバーとマルクス』 

大塚久雄『社会科学における人間』 

向坂逸郎『資本論入門』 

内田義彦『資本論の世界』 

山之内靖『マックス・ヴェーバー入門』 

 

【岩波文庫：必読の古典】 

マルクス『共産党宣言』『賃労働と資本』『賃金・価格および利潤』 

ウェーバー『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』『職業としての学問』『職業

としての政治』 

スミス『国富論』 

ロック『統治二論』 

ルソー『社会契約論』『人間不平等起源論』 

ミル『自由論』 

ニーチェ『道徳の系譜』 

プラトン『メノン』『国家』 

デカルト『方法序説』『精神指導の規則』 

 

【研究書】 

西部邁『ソシオ・エコノミックス』中央公論新社 

間宮陽介『モラル・サイエンスとしての経済学』ミネルヴァ書房 

宮本光晴『人と組織の経済学』東洋経済 

関廣野『新版 プラトンと資本主義』北斗出版 

大野忠男『自由・公正・市場』創文社 

塩野谷祐一『経済と倫理 福祉国家の哲学』東京大学出版会 

西部忠『市場像の系譜学』東洋経済新報社 

 
 


